
▲＃は
コチラからも

　
「
林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報
」は
、

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、気
象
状

況
に
基
づ
き
早
い
段
階
で
北
九
州
市
全

域
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　

林
野
火
災
の
主
な
原
因
は「
人
」に
よ

る
も
の
で
、た
き
火
・
火
入
れ
、放
火（
疑

い
を
含
む
）、た
ば
こ
な
ど
が
大
半
を
占

め
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、強
風
が
吹
く
冬
か

ら
春
の
季
節
は
、林
野
火
災
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。林
野
火
災
に
関
す
る

注
意
報
の
発
令
中
は
、火
の
使
用
を
控

え
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

基
準
日（
令
和
7
年
12
月
12
日
）時
点
で

市
に
住
民
票
が
あ
り
、世
帯
全
員
の
令

和
７
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯

対
象

❶
支
給
対
象
世
帯
で
、過
去
に
本
市
で

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

世
帯
に
は
、2
月
上
旬
に
は
が
き
で「
支

給
決
定
通
知
書
」を
発
送
し
、2
月
下

旬
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。記
載
さ

れ
て
い
る
振
込
先
口
座
に
変
更
が
な
い

場
合
は
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

❷
❶
以
外
の
支
給
対
象
世
帯
に
は
、2

申
請
方
法
と
給
付
時
期

　

国
の「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用
し
て
、

物
価
高
の
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、１
世
帯
あ
た

り
１
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

北
九
州
市
く
ら
し
応
援
手
当（
1
万
円
）を
支
給
し
ま
す

※
世
帯
の
中
に
転
入
者
が
い
る
な
ど
、課
税
状

況
の
確
認
が
必
要
な
世
帯
に
は
、3
月
中
旬
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

月
下
旬
に「
支
給
要
件
確
認
書
」を
発
送

し
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、5
月

29
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。3

月
上
旬
か
ら
順
次
、支
給
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
♥
を
。

林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

発
令
さ
れ
た
ら
守
る
べ
き
5
つ
の
こ
と

（
火
の
使
用
制
限
）

発
令
状
況
の
確
認
方
法

　

林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報
・
火
災
に

関
す
る
警
報
の
発
令
状
況
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。屋
外
で

火
を
使
用
す
る
場
合
は
事
前
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

♥各消防署予防課
門　司 ☎372・0119
小倉北 ☎582・0119
小倉南 ☎951・0119
若　松 ☎752・0119
八幡東 ☎663・0119
八幡西 ☎622・0119
戸　畑 ☎861・0119

▲詳細・発令状況の
確認はコチラから

②
煙
火
を
消
費
し
な
い

　
（
花
火
を
し
な
い
）

③
屋
外
で
、火
遊
び
・　

　

た
き
火
を
し
な
い

④
燃
え
や
す
い
物
の
近
く

　

で
喫
煙
し
な
い

⑤
残
火
・
吸
い
殻
を
完
全

　

に
始
末
す
る

内
村
航
平
さ
ん
に
よ
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

5
月
で
引
退
と
な
る
ク
ル
ー
ズ
船

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」に
、市
民
は
特
別
料
金

（
市
民
価
格
）で
乗
船
で
き
ま
す
。

　

3
月
12
日（
木
）、下
関
を
出
港
し
、

3
月
14
日（
土
）、横
浜
に
入
港（
2
泊

3
日
）。
＄
1
人
当
た
り（
2
人
1
室
利

用
時
）18
万
8
0
0
0
円
。
＃
1
月
27

日
〜
2
月
16
日
に
㈱
三
越
伊
勢
丹
ニ
ッ

コ
ウ
ト
ラ
ベ
ル
東
京
営
業
所（
ク
ル
ー

ズ
旅
行
窓
口
）☎〈
0
3
〉3
2
7
4
・

6
4
9
3
へ
。

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」関
門
市
民
ク
ル
ー
ズ

▲＃は
コチラからも ＊

港
湾
空
港
局
ク
ル
ー
ズ・
交
流
課
☎
3
2
1
・
5
9
3
9

＊
消
防
局
予
防
課
☎
5
8
2
・
3
8
3
6

♥総務市民局地域振興課☎582･2111

廣木直利会長
中井校区北小倉自治連合会（小倉北区）地域 文化

　私たちの地域は、小倉北区と戸畑区の境目にあ
る、下町の温かさが残るエリアです。「人情下町・
北小倉」を合言葉に、顔の見える関係づくりを進
めるとともに、「自分たちが住んでいるまちは自分
たちで」という思いの下、地域一体で安全・安心な
まちづくりを進めています。
　地域には、大正9（1920）年に建てられ、昭和初期には多くの文
化人に親しまれた洋風建築「櫓山荘」があり、現在その跡地は櫓山

荘公園として整備され、清掃などは地域の皆さ
んが協力して行っています。また、山荘にゆか
りのある俳句文化を大切に、「櫓山荘子ども俳
句大会」を毎年開催しており、21回目となる昨
年は市内外から5541句の応募がありました。
今後も地域一体となって、子どもたちの成長と
文化活動を温かく支えていきたいと思います。

　

♠
＃
往
復
は
が
き（
第
1
部
は
1

組
、第
2
部
は
1
人
だ
け
）に
基
本
事
項

を
書
い
て
2
月
10
日
ま
で
に
♥

先
へ
。

￥
も
可
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、

障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、誰

も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
の
啓
発

を
目
的
と
し
て
、北
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ

大
使
の
内
村
航
平
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。３
月

14
日（
土
）、小
倉
駅
J
A
M
広
場
で
。

内
村
さ
ん
に
よ
る
、家
で
も
で
き
る
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
の
ほ
か
、ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
演
技
披
露
も
あ
り
。

■
第
1
部

13
〜
13
時
30
分
。
◎

小
学
生
以
下
と
保

護
者
。
☆
１５
組（
1
組
2
人
）

■
第
2
部

13
時
40
分
〜
14
時
10
分
。
◎

１３
歳
以

上
。
☆
30
人

▲市民センター内の
「北小倉の歴史」展示

♣　＝開所時間 ＝休所日♡＝対象◎ ＝定員、定数☆ ＝料金、費用＄ ＝申し込み＃ ＝問い合わせ♥ ＝手話通訳Α ＝要約筆記Β ＝市の担当課＊ ＝共通の内容♦＝FAX

トピックス 4令和8年2月1日

♥〒803-8501都市ブランド創造局スポーツ振興課
　☎582・2411

♥北九州市くらし応援手当コールセンター
　　  0120・034・553
　受付時間：月～金曜日（祝・休日は除く）の9～17時

■
林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報【
新

設
】

　

火
災
予
防
上「
注
意
」が
必
要
な
気

象
状
況
で
発
令
。火
の
取
り
扱
い
に

注
意
を
促
し
ま
す
。

■
火
災
に
関
す
る
警
報【
従
来
か
ら
】

　

火
災
予
防
上「
危
険
」な
気
象
状
況

で
発
令
。火
の
取
り
扱
い
に
制
限
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

種類 火の使用制限 罰則

義務火災に関する警報
あり

（30万円以下の
罰金または拘留）

林野火災に関する
注意報 努力義務 なし

▲内村航平さん

①
山
林
・
原
野
で
の

　

火
入
れ
を
し
な
い

　

※

農
業
目
的
な
ど
で
の

　
　

 

火
入
れ
も
対
象
で
す
。

▲詳細は
コチラ




